
防災ガイドブック
岩国市

“もしも”の時に
備えよう！
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地震が起きたときの行動は？
地震対策 編

　大きな地震が発生した際、一瞬の判断が生死を分けることもあります。い
ざというとき「あわてず落ち着いて」行動するために、基本的な行動パター
ンを覚えておきましょう。

まずは身の安全を確保する地震発生！

●緊急地震速報や、大きな揺れがあった
ときは、まずは身の安全を最優先に行
動する。
●丈夫なテーブルの下や、物が「落ちて
こない」「倒れてこない」「移動してこな
い」空間に身を寄せ、揺れがおさまる
まで様子を見る。

【高層階（おおむね10階以上）での注意点】
●高層階では、揺れが数分間続くことが
ある。
●大きくゆっくりとした揺れで、家具類の
転倒や落下、また大きく移動する危険
がある。

●屋内では、転倒や落下し
た家具類、割れたガラス
の破片などに注意する。
●瓦、窓ガラス、看板など
が落ちてくる危険がある
ので外に飛び出さない。
●倒壊のおそれのあるブ
ロック塀、電柱、看板、
自動販売機、橋などに
は近寄らない。

資料：東京消防庁

「地震発生時」の行動

「地震直後」の行動

状況に応じた避難
●家屋倒壊のおそれがあったり、近
隣に大きな火災が発生したとき
は、避難所などに避難する。
●津波や土砂災害
のおそれのある
場合は、状況に
応じてより安全
な場所へ避難す
る。

●家族に子ども、高齢者、障がい者
などの避難に時間のかかる要配慮
者がいる場合は、早めに避難準備
を開始する。
●必要に応じて地
域に支援を求め
る。

家族構成に応じた避難

正しい情報を集める

あわてた行動はけがのもと火元の確認と初期消火

●ラジオやテレビ、行政、消防、警
察など信頼できる機関から正しい
情報を集める。
●災害時に増える
デマや流言飛語
にまどわされな
いようにする。

●火を使っているときは、揺れが
おさまってから、あわてずに火
の始末をする。
●出火してい
るときは消
火する。た
だし無理は
せず、119
番通報や周
囲に助けを
求める。

●火災などの二次災害を防ぐために、
避難が必要になったときは、できる
だけ電気のブ
レーカーを落と
し、ガスの元栓
を閉めてから避
難する。

避難の前に安全確認

「揺れがおさまった後」の行動

緊急地震速報とは？

　地震の揺れの警報・予報です。気象庁が最大震度5弱以上と
予測された場合に、震度4以上が予想される地域を対象に発表し
ます。テレビやラジオ、携帯電話で入手できます。
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こんな場所で地震が起きたら
地震対策 編

　地震は自宅にいるときに起きるとはかぎりません。大きな揺れがあったとき
冷静に身の安全を図れるように、それぞれの場所に応じた注意点を知ってお
きましょう。

屋内にいたら 屋外にいたら

●最近のエレベーターは地震
の揺れを感知すると自動的
に最寄りの階に停止するの
でそこで降りる。自動で停
止しない場合はすべての階
のボタンを押し、停止した
階で外に出る。
●万が一閉じ込められた場合
は、非常ボタンやインター
ホンで外部と連絡をとり、
救出を待つ。天井などから
無理に脱出するのは危険。

●商品の落下やショーケースの転倒、
ガラスの破片に注意する。柱や壁
際に身を寄せ、手荷物で頭を守る。
●あわてて出口に殺到するとパニッ
ク状態になることもあり危険。店
員の指示に従って行動する。

●先生や校内放送の指示に従う。
●教室にいるときは、揺れだしたら
すぐ机の下にもぐり、机の脚を
しっかり持つ。
●転倒や破損のおそれがある本棚や窓
から離れ、安全な場所に移動する。

●手荷物などで頭を守り、広場などへ
移動する。
●繁華街ではガラスや看板などの落下
物に注意。住宅街ではブロック塀や
門柱から離れる。
●自動販売機の転倒にも注意する。

●急ブレーキは事故のもと。徐々にス
ピードを落とし、道路の左側に停止し
てエンジンを切る。
●揺れがおさまるまでは車外に出ず、
カーラジオなどで情報を確認する。
●車を離れるときは車検証など貴重品
を持ち、キーはつけたままでロック
もしない。

●緊急停車の衝撃に備え、つり革や
手すりにしっかりとつかまる。
●網棚からの荷物の落下に備え、手
荷物で頭を保護する。
●勝手に車両から降りず、係員の指
示に従う。

●海岸にいたら直ちに高台や近隣の高
い建物、指定の避難場所へ逃げる。
●がけ付近にいたら、崩れる危険性の
ある場所からすぐに離れる。

エレベーターの中では

デパート・スーパーでは 学校では

路上では 車の運転中は

電車やバスの中では 海岸・がけ付近では

3 4
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●海の中にいる人は、
直ちに海から上がっ
て、海岸から離れる

●沿岸部（津波危険
地区）にいる人たち
はいつでも避難で
きるように準備する

まず
このような
行動を

！

中 人

津波の怖さを知っておく
津波対策 編

　津波とは、海底で起きた地震によって、海水が陸地に押し寄せてできる波
のことです。津波は海岸を数十メートルの高さまでかけのぼることもあり、非
常に大きな被害をもたらします。

　津波はおそろしい力で人や家をのみ込み、陸地に押し寄せる波だけでなく、海へ
と引き返す波もとても強力で、何度も繰り返し押し寄せます。また、危険なのは沿
岸部だけに限りません。津波が何キロも河川をさかのぼる場合があるので、河川の
沿岸でも十分に気をつけることが必要です。

■津波の強度による被害程度の分類
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津波波高津波
強度 木造家屋 石造家屋

鉄筋
コンクリート
家屋

部分的破壊

全面破壊

持ちこたえる持ちこたえる 持ちこたえる持ちこたえる

全面破壊

全面破壊

●正しい情報をラジオ・テレビなどで入
手する
●津波は繰り返し来襲するので、警報・
注意報が解除されるまでは絶対に海岸
に近づかない

おそろしい津波の破壊力 津波から命を守る対応方法

強い地震や長時
間の揺れを感じ
た

大津波警報（特
別警報）・津波警
報が発表された
（揺れを感じなくても）

津波注意報が発表
された
（揺れを感じなくても）

避難
する

避難
する

避難に
備える

　津波から身を守るには「逃げる」しかありません。自分の命を守るため、注意
報・警報等の発表から避難までをシミュレーションしておきましょう。

資料：気象庁

こんなとき
には

！

●沿岸部や川沿いにいる人は、直ちに
高台や避難ビルなどの安全な場所
へ避難する
●ここなら安心と
思わず、より高
い場所を目指し
て避難する
●沿岸部（津波危
険地区）にいる
人たちは直ちに
避難する

その後は…

！

3
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津波の備えは油断が禁物
津波対策 編

　津波対策で重要なことは、油断しないことです。「津波はないだろう」「ま
だ来ないだろう」といった油断が命取りにもなりかねません。日ごろから十分
に備えましょう。

津波の心得10か条

小さな揺れでも油断禁物！ より遠く、より高い場所へ避難する！

　津波は2波、3波と何度も襲ってきます。
第1波より2波目、3波目に大津波がくるこ
ともあります。

　早いときには、揺れから数分で津波が押
し寄せます。揺れを感じたら、直ちに避難
しましょう。

　小さな揺れでも大津波のおそれがあるの
で気をつけましょう。

　海岸で揺れを感じたら「より遠く」「より
高い」場所へ避難しましょう。

津波は繰り返し押し寄せる！津波の速さは想像以上！

　満潮時は水位が高くなり、津波がより高
くなるので被害が大きくなります。

　地震の起こり方や海岸の形によっては、
津波の前に「引き潮」が起こらない場合も
あるので注意しましょう。

満潮時は要注意！津波の前に潮が引くとは限らない！

1

3 4

5 6

2 正しい情報をすぐ入手する！ 河川に近づかない！

　海や川に遊びや釣りに行くときには、家
族に行く先を伝えておきましょう。

　注意報・警報が解除されるまでは、絶
対に海岸に近づかないようにしましょう。

　防災行政無線やテレビ・ラジオなどで
正しい情報を速やかに入手しましょう。

　津波は川をさかのぼるので、河川には近
づかないようにしましょう。

家族へ行く先を伝える！海岸に近づかない！

7

9 10

8

海抜表示シートについて
　岩国市では津波や高潮による浸水対策として、公共施設や市道などに海抜
表示シートを設置しています。自分たちが暮らしている家やその周辺がどの程
度の海抜か確認できます。
　また、自宅周辺等の海抜を確認したい方は、国土地
理院の地理院地図より確認ができます。
　なお、南海トラフの巨大地震が発生した場合、岩国
市の震度は6強、最大3メートルの津波が押し寄せる想
定がされています。

7 8
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土砂災害から身を守るために
土砂災害対策編

　集中豪雨などによる土砂災害の被害を減らすために、普段から家の周囲の危険
箇所などを確認するなど土砂災害に対する警戒心をもちましょう。特に傾斜地や山
のふもとなどに家がある場合は、防災マップなどで危険箇所など調べておきましょう。

土砂災害の種類と前兆現象
　土砂災害は突発的に発生し、すさまじい破壊力で一瞬にし
て生命や財産を奪ってしまいます。土砂災害の発生を予測す
るのは難しいものですが、前兆現象が見られる場合がありま
す。気象情報に注意して、身近に土砂災害の危険箇所があり
前兆現象を確認した場合は、早めに避難しましょう。

土砂災害から避難するポイント
　土砂災害は被災すると命に関わる危険が高いので、早めの避難が必要です。
山口県が指定する「土砂災害警戒区域（通称イエローゾーン）」や「土砂災害特
別警戒区域（通称レッドゾーン）」にお住まいの人は、特に注意が必要です。事
前にハザードマップなどで自分の住んでいる地域を確認しておきましょう。

こんな前兆現象に注意！
●がけからの水がにごる。
●地下水やわき水が止まる。
●斜面のひび割れ、変形がある。
●小石が落ちてくる。
●がけから音がする。
●異様なにおいがする。

こんな前兆現象に注意！
●地面にひび割れができる。
●井戸や沢の水がにごる。
●がけや斜面から水がふき出す。
●家やよう壁に亀裂が入る。
●家やよう壁、樹木、電柱が傾く。

こんな前兆現象に注意！
●山鳴りがする。
●雨が降り続いているのに、川の水位
が下がる。
●川の水がにごったり、流木がまざった
りする。
●腐った土のにおいがする。

　避難する際は、ほかの土
砂災害危険区域（危険箇所•
警戒区域など）を通らないよ
うにしましょう。

ほかの土砂災害危険
区域を通らない

　土石流のスピードは、時速
20～40キロととても速く、
流れに背を向けて逃げても、
追いつかれてしまいます。土
砂の流れる方向に対して直角
に走って逃げましょう。

土石流に直面した
ときの逃げ方

　比較的高い鉄
筋コンクリート造
りなどの堅固な建
物の２階以上の、
斜面とは反対側に
位置する部屋に避
難しましょう。

避難の余裕がないときの緊急避難

　1時間に２０ミリ以上、または降り始めからの降
雨量が１００ミリ以上になったときには、土砂災害
が発生するおそれがあるので警戒しましょう。

長雨や豪雨に注意

　土砂災害の発生前には、前兆現象がみられる
ことがあります。前兆現象を知ったときは、すみ
やかに避難しましょう。

前兆現象を知り早めに避難

地すべり

土石流

がけ崩れ・
山崩れ

9 10
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火災発生時の行動3原則 　火災が発生したら、まずは大きな声で周囲に知らせましょう。その後「通
報」「初期消火」「避難」の順に行動するのが原則です。ただ、出火直後なら
「通報」と「初期消火」が優先されますが、逃げ遅れては大変です。あわてず
冷静な判断を心がけましょう。

もし出火したら…

「119」のかけ方

●携帯電話から通報する場合
災害地点を確認するのに時間がかかる傾向
があります。携帯電話から通報するときは、
次の点に注意してください。
◉所在や目標を確かめてから通報を
◉自動車からの通報は、安全な場所に停車してから
◉通話終了後もしばらくは電話を切らないように
◉途中で切れないように注意を
◉携帯電話は地域外の消防本部につながる
　可能性があるので、市町名を正確に伝える

行動
1
早く
知らせる

大きな声で「火事だー！」と叫び、隣
近所に知らせる。声が出ないときは、非
常ベルを鳴らすか、やかんやなべなど音
が出るものをたたく。
どんなに小さな火事でも必ず119番通報
する。

行動
2

早く消す
火がまだ横に広がっているうちは消
火が可能。ただし、炎が天井に届
いたときは避難する。
消火器や水だけでなく、毛布など手
近なものを利用する。

行動
3

早く逃げる
天井まで火が燃え広がったら消火は
困難。無理せず早めに避難する。
可能ならば、燃えている部屋の窓や
ドアを閉め、空気を遮断してから避
難する。

火災時はパニックになりやすいので、
ゆっくりと話すように心がけましょう!

通報時に伝える内容の例

1 火災であることを伝える
2 災害現場の場所（住所）
3 何が燃えているか
4 けが人や逃げ遅れている人がいるか
5 かけている電話番号
（携帯電話の場合は携帯電話の番号）
6 通報者の名前

覚えてお
こう！

火元によって消火方法が異なる覚えてお
こう！

コンロ
◉油なべに水をかけるのは厳禁。
◉消火器は離れた位置からなべの全面を覆うように向け噴
射する。

◉消火器がない場合は、シーツやバスタオルをぬらして手
前からかぶせ、コンロの火を消す。

◉着衣に火がついたら、あわてず走らず床に転げまわって
火を消す。風呂場に残り湯があれば、浴槽に飛び込む。

衣類

◉消火器は直接火元に向けて噴射する。
◉消火器がない場合は、シーツや毛布など
をぬらして手前からすべらせるように覆い
かぶせ、空気を遮断する。

◉寝たばこなどにより布団などの綿製品が
焦げた場合は、消したつもりでも見えない
ところに火種が残り、再び燃えだすことが
あるので、浴槽などにつけ完全に消す。

ストーブ

電気器具
◉いきなり水をかけると感電の危険があ
る。コンセントかブレーカーを切り、消火
器で消火する。

◉カーテンは燃え広がる前に水をかける。できればレールか
ら引きちぎり消火する。

◉ふすまや障子などはけり倒して、踏み消す。その後、水を
かけてしっかり消火する。

カーテン・ふすま・障子 たばこ

火災対策 編

11 12
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火災の被害を減らすために 　火災による被害を減らすために、消火器を準備して使い方を覚えておきま
しょう。また、日ごろから火の用心のポイントもおさえておきましょう。

消火器の使い方を覚えておこう

火災対策 編

消火器の使い方

ホースをはずして
火元に向ける

安全ピンに指をかけ、
上に引き抜く

消火器の構え方

火の風上にまわり、風上から構える

2

3

1

2

3

1

レバーを強く握って
噴射する

やや腰を落として、低く構える

炎を狙うのではなく、火の根元を掃
くように左右に振る

消火器は
定期的に
点検を！

●圧力を示す針が規定内
　にあるか

安全ピン
●変形、破損はないか
●封印は切れていないか

●ひび割れ、ゆるみ、
　劣化はないか

本体・底部
●サビや変形
　はないか

レバー
●変形、破損はないか

火災で発生する煙には、一酸化炭素などの
有毒ガスが含まれています。吸い込むと中毒
などにより命を落とす危険性があるので、次
のポイントに気をつけながら避難しましょう。

本当に恐ろしいのは煙です！
●ぬらしたタオルやハンカチなどで口と鼻を覆う
●短い距離なら息を止め、一気に走りぬける
●できるだけ姿勢を低くする
●視界が悪いときは壁づたいに避難する

ゲージがついている場合

●有効な用途を確認する
消火器の種類

キャップ
●変形やゆるみはないか

ホース

●使用期限内か、使
用限界年数を調べ
て書き加える

シール

火 災 に 備 え る 日 ご ろ の ポ イ ン ト

放火対策を
万全に

　ゴミは指定日の朝に出す
など、家のまわりに燃えや
すいものを置かない。車庫、
物置などの戸締まりも忘れ
ずにする。

住宅用火災警報器を設置しましょう
　火災予防条例により、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられ
ています。尊い命や大切な財産を守るために、住宅用火災警報器を設置しましょう。
　また、設置した警報器は定期的な作動確認を行い、設置から１０年以上経過した
ものは電池切れや電子部品の劣化も考えられますので、交換することを推奨します。

1

子どもの
火遊びに注意

　子どもには火の安全な
扱い方や怖さを教える。
子どもの手の届くところ
にマッチやライターを置
かない。

3

コンロから
離れない

　コンロのまわりに燃え
やすいものを置かない。
火がついているコンロか
ら離れるときは、必ず消
すこと。

2

寝たばこ、
ポイ捨ては厳禁

　火がついたたばこを放置
しない。喫煙するときには
深い灰皿を使い、吸殻を捨
てるときは必ず水につける。

4

ストーブのまわり
を整理

　衣類や布団など、ストー
ブのまわりに燃えるものを
置かない。家具のそばにス
トーブを置かない。近くで
洗濯物を乾かすのは危険。

5 配線まわりは
きれいに

　複数のコードをまとめたり、
たこ足配線にしない。コード
の上にものを載せるのも危
険。コンセントまわりは定期
的に掃除する。

6
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非常持出品と非常備蓄品 　非常持出品は、災害から避難するとき最初に持ち出すものです。非常備蓄
品は、復旧するまでの数日間を支えるものです。用途に合わせて事前に用意し
ておきましょう。

非常持出品の例

非常備蓄品の例

非常持出品チェックリスト

非常備蓄品チェックリスト

非常持出品

懐中電灯 　できれば一人に一つずつ用意。予備の電池も
忘れずに（発電式のものもある）。

携帯ラジオ
　小型で軽く、ＡＭとＦＭの両方を聞けるもの。
最近では手動で充電できるものや、携帯電話の
充電ができるものなどがあり便利。
　缶詰やクラッカーなど、火を通さずに食べら
れるもの。水はペットボトル入りが便利。
　多少の現金、健康保険証のコピーなど。公衆電話を利用するための硬
貨も。

非常食・水

貴重品

救急医薬品 　傷薬、ばんそうこう、解熱剤、かぜ薬などのほか、常備薬とお薬手帳
（写し）を必ず用意する。

その他 　ヘルメット、下着類、軍手、ライター、ナイフ、ティッシュなど。

食料品

　缶詰やレトルト食品など非常食3日分できれば
7日分以上を備蓄。高齢者や子ども、アレル
ギー体質者など配給される食事をとるのが難し
い家族がいる場合には、その事情に合った食料
を多めに準備。

　飲料水は大人一人あたり1日3リットルが目安で、
3日分できれば7日分以上を用意する。水の配給
を受けるためのポリ容器などもあると便利。

　卓上コンロや固形燃料、予備のガスボンベなど。

水

燃　料
　ロープ、バール、はさみ、のこぎりなど。工　具
　簡易トイレ、毛布、寝袋、ラップ、食器類、使い捨てカイロ、マスク、
シート、筆記用具など。その他

□ 非常食
□ 飲料水
□ 携帯ラジオ（予備の電池）
□ 懐中電灯（予備の電池・電球）
□ ヘルメット・防災ずきん
□ 救急医薬品
□ 常備薬・お薬手帳（写し）
□ 貴重品
□ 現金
□ 健康保険証のコピー
□ ろうそく・ランタン
□ ライター（マッチ）

品　名 点検日記入欄 品　名 点検日記入欄
□ ナイフ、缶きり、栓抜き
□ ティッシュ（ウエットタイプも）
□ タオル
□ ビニール袋
□ 上着・下着
□ 軍手
□ シート
□
□
□
□
□

□ 毛布、タオルケット、寝袋など
□ 洗面用具
□ なべ、やかん
□ 簡易食器（わりばし、紙皿、紙コップなど）

品　名 点検日記入欄 品　名 点検日記入欄
□ ラップ、アルミホイルなど
□ ウエットティッシュ、トイレットペーパーなど
□ マスク、使い捨てカイロなど
□ 簡易トイレ
□ 補聴器など
□ 工具類（ロープ、バール、スコップなど）
□
□
□
□
□

□ 食料（缶詰、レトルト食品、
　 ドライフーズなど）
□ 食料（調味料、スープ、みそ汁など）
□ 食料（チョコレート、あめなど）
□ 水（1人あたり１日3リットル）
□ 燃料（卓上コンロ、固形燃料、
　 予備のガスボンベなど）

こんな用意もしておきましょう
「定期的なチェック」を忘れずに 乳幼児のいる家庭

　粉ミルク、ほ乳びん、離乳食、
スプーン、おむつ、清浄綿、おぶ
いひも、バスタオルまたはベビー
毛布、ガーゼなど

妊婦のいる家庭
　脱脂綿、ガーゼ、さらし、T字
帯、清浄綿および新生児用品、
ティッシュ、ビニール風呂敷、母
子健康手帳など

要配慮者のいる家庭
　着替え、おむつ、ティッシュ、
障害者手帳、補助具の予備、常
備薬、予備のメガネ、緊急時の
連絡先表など

　非常持出品や非常備蓄品は、半年に1回程度の割合で中身を点検しましょう。飲料水や非常食の賞味期限
のチェックをはじめ、医薬品などの使用期限、電池切れなどの確認は重要です。また、家族構成や健康状
態の変化などによっても必要となるものや量が変わってきます。いったん準備してもそれで安心せず、定
期的な見直しを忘れずに行いましょう。
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災害から避難するタイミング 　大地震や風水害などの災害が発生し、家屋にとどまることが危険な状態に
なった場合は、落ち着いてすばやく避難する必要があります。その際には、高
齢者や障がい者など要配慮者の保護を念頭に置き、近所の一人暮らし高齢者
世帯などにも声をかけるなど近隣で協力することが大切です。

避難に関する３つの情報

避難における心得

命を守るための避難行動を

　危険が切迫している場
合は、指定された避難場
所へ移動する。

　近隣の安全な建物や屋内のより安全な場所へ移動する。

避 難 時

いつでも避難ができるよ
う準備をしましょう。身
の危険を感じる人は、避
難を開始しましょう。
避難に時間を要する人
（ご高齢の方、障害の
ある方、乳幼児をお連
れの方等）は避難を開
始しましょう。

　避難勧告や避難指示
（緊急）を発令することが
予想される場合

　災害の危険が迫って避難が必要になった場合に、避難に関する情報が発令されます。
３種類の情報は状況の深刻度に応じて出され、各情報に応じた避難行動が求められます。
災害の状況によっては突然の避難勧告や避難指示（緊急）が出されることもあります。

避 難 勧 告避難準備・
高齢者等避難開始 避難指示（緊急）

◉各人が自らの判断で避難行動をとることが原則です。

◉避難した結果、何も起きなければ「幸運だった」という心構えが重要です。

◉避難勧告等の対象とする区域はあくまでも目安です。その区域外でも、
危険だと感じたら速やかに避難しましょう。

1 2 3

まだ避難していない場合
は、直ちにその場から避
難をしましょう。
外出することでかえっ
て命に危険が及ぶよう
な状況では、自宅内の
より安全な場所に避難
をしましょう。

　災害が発生するなど状
況がさらに悪化し、人的
被害の危険性が非常に高
まった場合避難場所へ避難をしま

しょう。
地下空間にいる人は、
速やかに安全な場所に
避難をしましょう。

　災害による被害が予想
され、人的被害が発生す
る可能性が高まった場合

例えば

❶立ち退き避難

❷屋内安全確保

◉夜間や急激な降雨で避難路上
の危険箇所がわかりにくい。
◉ひざ上まで浸水している
　（50センチ以上）。
◉浸水は20センチ程度だが、
水の流れが速い。
◉浸水は10センチ程度だが、
用水路などの位置が不明で転
落のおそれがある。

★屋外への移動は危険。
★自宅や近隣建物の２階以上へ緊急的に一時避難し、救助を待つ。

17 18
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防災情報伝達手段

単三型充電式ニッケル水素電池3本

岩国市では、災害時に避難指示（緊急）などの防災情報を知らせるため、
防災行政無線を整備しました。市内全域に屋外スピーカーを238基設置
し、ご希望の家庭には家庭内受信機を設置しています。

19 20
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防災情報伝達手段 災害種別避難場所一覧

早期避難場所 要援護者向けの避難場所 ペット受入可能な避難場所21 22
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災害種別避難場所一覧

早期避難場所 要援護者向けの避難場所 ペット受入可能な避難場所 早期避難場所 要援護者向けの避難場所 ペット受入可能な避難場所23 24
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防災学習館／
ハザードマップ災害種別避難場所一覧

早期避難場所 要援護者向けの避難場所 ペット受入可能な避難場所
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環境に配慮し、古紙配合率80％以上・
グリーン購入法総合評価値80以上の用紙及び
植物油インキを使用しています

禁無断転載ⓒ東京法規出版
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